
 
 
 
 
 
 
 

第 1386 回例会 17 年 1月 31 日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    12:30～ 

 

１．開会点鐘     会長 上中嗣郎 

２．ロータリーソング 「手に手つないで」 
３．ゲスト紹介    前窪貫志様（直前ガバナー） 
４．出席報告  
会員総数 68 名 出席者数 50 名 出席免除会員 1名 

  出席率 73.53％ 前回修正出席率 80.88％ 

 

５．会長スピーチ   会長 上中嗣郎 

先週の前半は大変気温も

高く過ごしやすかったので

すが、昨日の日曜日から大変

な寒さでございます。今年一

番の寒気の襲来だそうです。

皆様には健康にご留意くだ

さい。 

今朝のテレビで今年の杉

花粉は去年夏の異常気象の

影響で平年の１０倍以上かといわれております。私

は、１１年前から杉による花粉症で困っております。

杉のない国に移住しなければならないと思うほど憂

鬱です。皆様の中にも花粉症方も多くあろうかと思い

ますが良い治療法があれば即ご教示くださいますよ

うお願いいたします。 

先日、奥村情報委員長より「ＩＤＭ」のテーマにつ

いて「ガバナー排出クラブとして自分は何をなすべき

か」としたい旨の話がありました。 

迫りくる平尾ガバナー年度に向けて全会員が一丸

となってサポートしなければなりません。よろしくお

願い申し上げます。 
 
６．幹事報告 

○例会臨時変更 
 和歌山 RC      ２月 22日(火) → ２月 23日(水) 
     １８：００～ ホテルグランヴィア和歌山 
           （和歌山西との合同例会） 
 和歌山西ＲＣ   ２月 23日(水) → ２月 23日(水) 
     １８：００～ ホテルグランヴィア和歌山 
 和歌山東南ＲＣ ２月 23日(水）→ ２月 26日(土) 
     １８：３０～ 第２富士ホテル 

         （クラブ創立３４周年記念例会） 
 岩出ＲＣ       ２月 24日(木) → ２月 23日(水) 
     １２：３０～ 粉河ふるさとセンター 

           （三クラブ合同例会） 
 打田ＲＣ   ２月 24日(木) → ２月 23日(水) 
     １２：３０～ 粉河、打田、岩出  

（三クラブ合同例会） 
和歌山東ＲＣ  ２月 24日(木) → ２月 24日(木) 

      １９：００～ 紀州南部ロイヤルホテル 
 

○例会休会のお知らせ  
高野山ＲＣ   ２月１１日（金） 
和歌山ＲＣ   ３月１５日（火） 
 
８．委員会報告 
○国際奉仕委員会 中尾享平委員長 
シカゴで開催される国際大会への参加をお願いし

ます。 
２月１０日より ＷＣＳ事業でフイリッピンへ参

加致しますので参加者は残って下さい。 
 
８．ゲスト卓話   直前ガバナー 前窪貫志様 

２００５年～０６年度 

ロータリー１０１年のガバ

ナーに海南東ＲＣの平尾寧

章がなられます。次期ガバ

ナーの平尾さんには、是非、

海南三クラブが協力してバ

ックアップしてください。 
私からは海南発の人作り、

子供の教育に関して、海南

が発祥クラブとなって進めていくことを提案いたし

ます。戦後６０年の結果を見て、社会に貢献できる人

づくり、奉仕活動の体験制度など、成人するまでの教

育制度のシステムに関して、我々ロータリーアンに出

来る事は無いのか？議論より、実践で探し求め、広め

て行くことを考えてほしい。 
また、平尾寧章次期ガバナーには、２１世紀のロー

タリーの見本の基礎作りをしてほしい。必要ならいつ

でも協力いたします。是非願い致します。 
 
９．閉会点鐘 
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10．次回例会 
第 1387回例会   
 平成１７年２月７日（月） 

16：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
 
楠部 賢計君 前窪直前ガバナーいらっしゃいませ。 
岩井 克二君  〃 
上中 嗣郎君  〃 
前窪 貫志様 兄が永年に渡りお世話になりました。 
柳生 享男君 末娘が２月１１日に結婚します。大変

淋しい気持ちです。 
中尾 享平君 昨日K.F会参加有難う御座いました。 
谷口 誠也君 K.F 会ゴルフで上中会長にお世話に    

なりました。 
寺下  卓君 先週、マーキュリーの会と中国語会話

有難う御座いました。昨日 K.F 会欠
席してすみません。 

山畑 弥生君 K.F 会の皆さん有難う御座いました。
前窪直前ガバナーよくお越しくざ      

さいました。 
上野山雅也君 K.F会お世話になりました。会長有難

う御座いました。 
塩崎 博司君 前窪君よくお越し下さいました。 
 
 
 
 
 
 
 

津波被災にカリフォルニアの 
クラブが資金集め 

一日に２フィートの雪が降り、市街地への道路が閉

鎖されるかも知れませんが、D5260（米国、カリフォ
ルニア州）のロータリアン達はスマトラの人達を支援

する為に、基金集めをしております。マンモスレーク

ス（Mammoth Lakes）クラブのウオリーホフマン
（Wally Hofmann）会長がインドネシアの津波生存
者の再建努力を支援する為に近隣の４クラブと行動

を開始しました。この寒さに拘わらず 200 名を越す
マンモスレークスとビショップクラブの会員が D３
４００（インドネシア）が設立した災害支援と再建プ

ロジェクト要請に対応しました。”私達は既にビショ
ップとマンモスレークスクラブ財団の予備資金から

5,000＄をスマトラの罹災者へ送りました。インドネ
シアのガルーダ航空のスマトラ支配人の指示で、現在

はバンダアチエの数千の罹災者が求めている品々を

購入する資金に当てられておりますが、これは援助の

始めです”とビショップクラブの一会員の言葉。同ク
ラブのジェームズウイルソン（James Wilson）国際
奉仕委員長によると”出来る丈、長期に渉ってスマト
ラの人達を助けるつもりです。然し、どれ程の事とか、

時間的な事は、地元の人達や支援を申し出た地域外の

諸団体からの財政的な支援により決まります”と述べ
ました。1 月 11 日に、５万＄を集める目標で地元の
放送局とテレビ局を通じて呼び掛けた結果、１月２１

日現在で約３万＄が集り、計画通りに進んでおります。

ホフマン委員長は更に”私自身のクラブでは会員が小
遣いから約１万＄を醵金しましたこのクラブは今迄

にも遠隔地の罹災クラブを支援した経験があり、例え

ば、アルバニア、コソボや、近隣ではホンジュラスを

助けました。ビショップ、ビショップサンライズ、マ

ンモス、マンモス サンライズの４クラブが協同で支

援している小学生のグループも独自で 1,700＄を集
めました。更にクラブ会員の子供がスキーリゾートや

シッピングセンターで寄付金集めの活動をしており

ます。義捐金の使途は現地のメダンロータリークラブ

と其処の地区が決めますが、カリフォルニアのこの４

クラブは将来バンダアチエに精神治療センターを建

設する予定です。ホフマン委員長は、今は医者として

の第一線を退いている父親と、２月始めにインドネシ

アを訪問する予定です。”私達は資金とアメリカの会
社が寄付した医薬品を持って行きます。20 年以上も
プロのジャーナリストとして活動した経験を使い、メ

ダンクラフで、英語を話す寄付者からの援助が出来れ

ば幸いです。私が、お役に立つ間は、現地に留まるつ

もりです”とホフマン委員長の言葉。 
 
香港地区 

インドネシアの津波生存者支援 
12月26日に強烈な地震がインドネシアで起きた直

後に、D3400（インドネシア）のリテイエリハテイナ
（Ritje Rihatinah）DG が香港のアレクサンダー 

マック（Alexander Mak）DG から電話があり、”彼
は私に「何か出来る事がありますか」と尋ねられたと、

１月 13日に香港のグランドハイアットホテルで行わ
れた津波災害に対するロータリーの対応についての

記者会見で述べ、更に、津波の破壊力の物凄さやバン

ダアチェを死の街と化した様子を新聞記者とロータ

リアンに伝え、”私は北スマトラのバンダアチェを香
港の人達が協力して、災害地の私達の友人、兄弟、姉

妹や子供達を、手を携えて支援する事を願います”と
要請しました。D3450（香港、マカオ、蒙古）はイン
ドネシアでの医療事業と保健所用にと救世軍に 100
万香港＄（米貨約１２８，０００＄）を寄付しました。

この額の半分は地元のクラブからの寄付です。更に地

区では 500 トンを越す食料品と清水を罹災地へ送り
ました。D3450 は”貴方を心に懸けております”（We 
Care About You）運動を始めました。これは、グリ
ーテイングカードを香港の子供達から集めて、被害地

の子供へ送る事です。地区が、一枚のカードを受取る

度に、１０香港＄（米貨 1.28＄）を寄付します。総
額限度は、100万香港＄（米貨約１２８，０００＄）
に設定してあり、今迄のところ 1,000の学校が参加の
意向を示し、国際託送便の会社、DHL がカードの集
配を行います。 
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